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プラグイン概要

Googleスプレッドシートのレコードをkintoneに取り込むことができます。2回目以降の取込では、プラグイン設定画面で指定したキー項目
に従いデータ更新を実行します。キーに該当するデータがない場合は、レコードを追加で取り込みます。

＜操作イメージ＞

一括取込確認プラグイン適用アプリで一括取込を実行

スプレッドシート内のレコードがアプリに取り込まれる
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Google 連携設定1

・Google Cloud Platformにログイン

〈STEP1〉Google Cloud Platformを開き、Googleアカウントでログインします。

▼ログイン後 画面イメージ

本プラグインの設定前に、Google側で連携設定を行う必要があります。
Googleアカウントをご用意の上、下記手順で設定してください。

【関連動画】
【Google連携設定手順】Googleスプレッドシート出力プラグイン

https://console.developers.google.com/apis/dashboard
https://www.youtube.com/watch?v=x5jcmSo0E78
https://www.youtube.com/watch?v=x5jcmSo0E78
https://www.youtube.com/watch?v=x5jcmSo0E78
https://www.youtube.com/watch?v=x5jcmSo0E78
https://www.youtube.com/watch?v=x5jcmSo0E78
https://www.youtube.com/watch?v=x5jcmSo0E78
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Google 連携設定2

・新しいプロジェクトの作成
・プロジェクト名の入力

〈STEP2〉新しいプロジェクトを作成します。

検索窓左のプロジェクト表示箇所をクリックします。

「新しいプロジェクト」をクリックします。

任意の名称を入力します。

名称入力後、「作成」をクリックします。
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Google 連携設定3

・Google Sheets APIの有効化

〈STEP3〉P６で作成したプロジェクトを開きます。

〈STEP4〉「APIとサービス」タブ内の「ライブラリ」を開きます。

検索窓左のプロジェクト表示箇所をクリックします。

〈STEP2〉で作成したプロジェクトをクリックします。

「ライブラリ」をクリックします。
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Google 連携設定4

・Google Sheets APIの有効化（続き）

〈STEP5〉検索ボックスに「sheets API」と入力して検索します。

「Google Sheets API」をクリックします。

〈STEP６〉 「Google Sheets API」を有効にします。

「有効にする」をクリックします。



9Copyright (C) 2026 CAPCLOUD.corp All Rights Reserved.

Google 連携設定5

・OAuth同意画面の設定

〈STEP７〉「APIとサービス」タブ内の「OAuth同意画面」を開きます。

〈STEP８〉Google Auth Platformで認証情報の管理を開始します。

「開始」をクリックします。
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Google 連携設定6

・OAuth同意画面の設定（続き）

〈STEP９〉プロジェクト構成の設定画面で「アプリ情報」を設定します。
※「アプリのロゴ」「アプリのドメイン」の設定は任意です。

〈STEP10〉 「対象」を設定します。

任意のアプリ名を入力します。

メールアドレスを選択します。

「次へ」をクリックします。

「次へ」をクリックします。

メールアドレスを入力します。

「次へ」をクリックします。

〈STEP11〉 「連絡先情報」を設定します。

〈STEP12〉 ユーザーデータに関するポリシーに同意します。

チェックをつけます。

「作成」をクリックします。

【参考】対象について
対象は、利用状況に応じて選択してください。

（社内利用の場合は「内部」、社外との共有に利用する場合は「外部」など）
基本的には「内部」を推奨しますが、アプリ利用者に組織外のユーザーが
いる場合は「外部」をご設定ください。

※詳細はこちら（Google Cloud Platform Consoleヘルプ）

https://support.google.com/cloud/answer/15549049?authuser=1&authuser=1&hl=ja&visit_id=638911650722918686-3168605680&rd=1#user-type
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〈STEP14〉「承認済みドメイン」を設定します。

Google 連携設定７

・OAuth同意画面の設定（続き）

〈STEP１３〉「Google Auth Platform」タブ内の「ブランディング」を開きます。

【参考】「アプリのロゴ」「アプリのドメイン」の設定は任意です。

「ドメインの追加」をクリックします。

「保存」をクリックします。

cybozu.com と入力します。

「ブランディング」をクリックします。
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Google 連携設定８

・OAuth クライアントID の発行

〈STEP15〉「APIとサービス」タブ内の「認証情報」を開きます。

「認証情報の作成」→「OAuth クライアント ID」
の順にクリックします。

「ウェブ アプリケーション」を選択します。
選択後に以下の設定欄が表示されます。

任意の名称を入力します。

プラグインを利用するkintone環境のURLを入力します。

「作成」をクリックします。
クリック後、クライアントIDが発行されます。

「認証情報」をクリックします。

〈STEP16〉OAuth クライアントIDを作成します。

承認済みのリダイレクトURLの設定は任意です。

発行後は、このようなポップアップが表示されます。
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Google 連携設定９

・APIキーの発行

【参考】発行済みの「OAuth クライアントID」 「APIキー」は、認証情報から確認できます。

〈STEP1７〉APIキーを作成します。

「認証情報の作成」→「APIキー」の順にクリックします。
クリック後、APIキーが発行されます。

作成後は、このようなポップアップが表示されます。
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<STEP4>設定「 」マークをクリックします。

プラグイン設定1

・アプリにプラグインを追加

<STEP1>アプリの一覧画面からプラグイン設定画面を開きます。

<STEP5>プラグインの設定画面が表示されます。

プラグインインストール後の設定方法を記載しております。
プラグインのインストール方法がご不明な場合は、下記をご参照ください。
https://jp.cybozu.help/k/ja/id/0408.html#add_plugin_plugin_10

<STEP2>「追加する」をクリックします。

<STEP3>「Googleスプレッドシート取込プラグイン」にチェックを入れ、
画面右下の「追加」をクリックします。

https://jp.cybozu.help/k/ja/id/0408.html#add_plugin_plugin_10
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プラグイン設定2

・ライセンスキーの設定
・GoogleAPIkey、クライアントIDの設定

〈STEP6〉 Google 連携設定８、9（Ｐ12～13）で発行したAPIキーとOAuth2.0 クライアントIDを入力します。

「APIキー」を入力します。

「OAuth クライアントID」を入力します。

ライセンスキーを入力します。
※ライセンスキーは別途ご案内します
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プラグイン設定3

・スプレッドシート番号の設定

〈STEP7〉kintoneに取り込むスプレッドシートを設定します。

取込先とするスプレッドシートのURLの
「d/」と「/edit」の間の値を入力します。
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プラグイン設定４

・キー項目の設定

〈STEP8〉キー項目選択（kintone) を設定します。
ここで指定したフィールドの値をキーにして、既にkintoneアプリ上にデータを取り込んでいる場合は更新処理を行います。
データが存在しない場合は新規追加処理を行います。

【ご注意】キー項目について
重複不可の設定をしているフィールドのみ対応しています。
“値の重複を禁止する”設定をしていない場合、プルダウンにフィールドが表示されませんので、ご注意ください。

レコード番号を選択した場合の注意
フォーム内にレコード番号を配置している場合は、レコード番号もプルダウンに表示されます。
ただし、レコード番号はkintoneアプリにレコードを取り込むたびにカウントアップされていくため、キー項目としては実質利用
できませんのでご注意ください。（※レコード番号をキーに選択した場合は、結果的に新規追加処理となります。）

キーに利用するフィールドをプルダウンから選択します。
フィールド名を直接入力して検索することもできます。

※キー列は後から設定します。
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プラグイン設定５

・グルーピング項目の設定(任意)

〈STEP９〉グルーピング項目選択を設定します。
グルーピング項目を設定することで、複数に作成されたスプレッドシートを１つのアプリに集約して取り込みます。スプレッドシートの各シート名と、
グルーピング項目の値が必ず一致している必要があります。

【ご注意】グルーピング項目について
一部ご利用いただけないフィールドタイプがございます。
詳細は「使用上の注意」をご参照ください。（P31参照）

※キー列は後から設定します。

グルーピングの条件として利用するフィールドをプルダウンから選択します。
フィールド名を直接入力して検索することもできます。

【参考】グルーピング項目選択時の取込対象のシート（詳細はP２7参照）

グルーピング項目選択で「顧客ランク」を選択した場合
項目の値に”A””B””C””D””E””S”がある場合、それぞ
れの値ごとにまとめられたA～Sシートを取り込むこと
ができます。「項目の値」と「シート名」が一致しているシ
ートが取込の対象となります。

取込対象のシート
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プラグイン設定６

・各ボタン表示ユーザーの設定

〈STEP10〉Google認証ボタン・一括取込ボタンを表示するユーザーを設定します。
ここで選択したユーザーにのみ各ボタンを表示することで、実行を制限できます。

【参考】レコード一覧画面

▼両方のボタンを表示 ▼Google認証ボタンのみ表示

一括取込

枠内にユーザーの表示名もしくはログイン名を入力し、
目当てのユーザーをクリックして選択します。

選択したユーザーが表示されます。
「×」ボタンでユーザーを削除できます。

「選択」ボタンをクリックして、
組織やグループ情報から
ユーザーを選択することもで
きます。
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kintoneフィールド Googleスプレッドシート列へマッピング

プラグイン設定７

・スプレッドシートとフィールド項目の設定

〈STEP11〉取り込む対象とするスプレッドシート列とkintoneフィールドのマッピングを行います。
左側の「kintoneフィールド」を右側の「Googleスプレッドシート列へマッピング」欄の枠内にドラッグ＆ドロップしてマッピングします。

【ご注意】
・キー項目がスプレッドシートのいずれかの列に存在していないと、更新取込はできません。
Ｐ１7で選択したキー項目を必ず設定してください。
・取込先として選択可能なスプレッドシートの列はAからZZZ列までとなります。
・同じフィールドを複数の列にマッピングした場合、該当のスプレッドシート列同士の値が同じでないとエラーとなり処理が中止します。

「＋」「ー」ボタンで行を増減します。

「×」ボタンでフィールドを削除できます。

各ボタンについては次ページ（P21参照）

フィールド名を直接入力して検索できます。

【参考】F11キー押下で全画面表示

【参考】
列のアルファベット部分をダブルクリックすると、その列が
画面中央に位置して表示されます。フィールド検索から列
移動に便利です。
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プラグイン設定８

・スプレッドシートとフィールド項目の設定

〈STEP11〉続き 取り込む対象とするスプレッドシート列とkintoneフィールドのマッピングを行います。

kintoneフィールド欄の全てのフィールドを
Googleスプレッドシート列に一括でセットします。

Googleスプレッドシート列の枠内に登録済のフィールドを
すべて削除します。

「Googleスプレッドシート列」欄の枠を追加・削除できます。
追加：プルダウンで選択した数の空の枠を最下部に追加
削除：プルダウンで選択した数の枠を最下部から順に削除

【ご注意】空の列について
スプレッドシート列に対し、kintoneフィールドを当て込まない「空の列
」の設定も可能ですが、この場合は“空”データとして取り込みを行いま
す。既にkintone側にデータが存在している場合は“空”データとして更
新されますので、更新取込にはご注意ください。

【ご注意】枠の削除ついて
削除の場合、フィールドを設定済みの枠も削除されます。
フィールドを設定済みの場合は、操作にご注意ください。

kintoneフィールド Googleスプレッドシート列へマッピング



22Copyright (C) 2026 CAPCLOUD.corp All Rights Reserved.

「Ｖ」ボタンをクリックし、キー列を選択します。
キー項目に選択したフィールドを設置した列のみが絞り込ま
れて表示されます。

プラグイン設定9

【注意】
同じキー項目を複数の列に設置している場合、プルダウ
ンに複数の選択肢が表示されます。
更新キーとして利用したい方の列を選択してください。
（選択していない列の値はキーとして扱われません。）

・キー列の設定

〈STEP１２〉キー列選択（spreadSheet) を設定します。
Ｐ20のマッピングをもとに、キー項目にするスプレッドシートの列を設定します。
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プラグイン設定10

・テンプレート出力（補助機能）

〈STEP１3〉「テンプレート出力」ボタンを押して、マッピングのテンプレートをスプレッドシートに出力することができます。
プラグイン設定画面「保存」前のマッピング情報は出力されません。
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プラグイン設定運用環境反映1

<STEP2>表示されたダイアログの「アプリの設定」をクリックします。

<STEP3>「アプリを更新」をクリックします。

<STEP1>プラグイン設定画面で「保存」をクリックします。

プラグイン設定は設定画面で設定内容を保存した後、アプリ設定画面で「アプリを更新」を押す事で運用環境に設定内容が反映します。
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プラグイン設定運用環境反映2

<STEP４>一覧画面上部に、「Google認証」「一括取込」の２つのボタンが表示されていることを確認します。
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プラグイン利用手順1

・Google認証の実行

<STEP1>Googleアカウントを使ってGoogle認証をします。

「Ｇoogle認証」をクリックします。

▼Google認証画面イメージ

【ご注意】Google認証について
Google認証の無効化および継続処理は以下の通りです。

・最後の処理から1時間経過、またはブラウザ（タブ）を閉じる、と認証が無効化されます。
・Google認証セッション切れが発生した場合、再認証後に処理を継続します。

操作途中で認証切れが発生した場合はダイアログで通知されますので、再度認証を行ってください。認証後処理を再開します。

【ご確認】認証が無効化すると「Ｇｏｏｇle認証」ボタンが青色に表示されます。

▼「Google認証」が無効化した状態 ▼「Google認証」が有効な状態

一括取込 一括取込
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プラグイン利用手順2

kintoneにスプレッドシートのレコードが一括登録されます。

【ご注意】取り込むスプレッドシートの位置
指定したスプレッドシート番号内にあるシートのうち、
一番左に位置するシートのデータが取り込み対象となります。
「一括取込」ボタンを押す前に、シートの位置をご確認ください。
※目次などの既存シートを一番左に配置しないようにご注意ください。
※グルーピング項目の選択時は異なります。 （P28参照）

<STEP2>スプレッドシートのレコードをプラグインを設置したアプリ内へ一括取り込みします。

グルーピング項目を利用していない場合 ：アプリ内に全レコードを一括取り込みします。 出力内容を確認し、
「OK」をクリックします。

「一括取込」をクリックします。

・スプレッドシートのレコードをkintoneアプリに一括取込

一番左のシートが取込対象
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【グルーピング取込のシートについて】
「顧客ランク」を例にしたグルーピングシートの作り方です。

プラグイン利用手順３

<STEP2>続き 複数のスプレッドシートをグルーピング取込機能を使ってアプリ内へ一括取り込みします。

【ご注意】
・グルーピング項目に文字列フィールドを選択している場合、シート
名との一致の判定に時間がかかります。

グルーピング項目を利用している場合 ：グルーピング項目を選択している場合は、グルーピング項目の値と同名のシート（複数）を取り込みます。

複数のシートのデータが1つのアプリに取り込まれます。
2回目以降の取込では、キー項目で更新処理されます。

・アプリの全レコードのデータをスプレッドシートに一括取込

プラグイン設定画面で「グルーピング項目選択」を選択している場合は、
一括取込ボタンを押すとグルーピングシートの取込が実行されます。
※通常の一括取込にはグルーピング項目の選択を外してください。

シート「A」には顧客ランクがAだけのレコードを用意し、以下B、C…同様。
グルーピング内の値すべてのシートを用意する必要はありません。
グルーピング項目内の「値」と「シート名」が同じものを判定して取り込みます。

「顧客ランク」項目の値を
各々のシート名にして作成
します。

「一括取込」ボタンで取込を実行すると、取込対象シートの合計件数が表
示されます。一方、項目の値と一致するシート名がない場合は、取込エラ
ーが表示されます。
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プラグイン利用手順4

・一括取込ボタン押下後のダイアログ表示と動作について

▼一括取込中

▼一括取込完了

▼一時停止中

▼キャンセル確認

再開

「OK」ボタンで一括取込をキャンセル「OK」ボタンでダイアログ画面を閉じる

<STEP2>続き 「一括取込ボタン」を押した後、状態に応じて以下のようにダイアログが表示されます。

グルーピング項目設定の有/無 共通 ：一括取込開始～完了と一時停止、再開、キャンセルの流れ

一時停止

キ
ャ
ン
セ
ル

戻
る
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設定内容のインポートとエクスポート

プラグイン設定内容をJSON形式ファイルでエクスポートできます。また、JSON形式ファイルをインポートすることで設定内容を読み込み可
能です。別アプリにプラグイン設定内容を反映させる場合に利用します。

データ移行欄右のアイコン「＞」→「エクスポート」
の順にクリックします。

JSONファイルをアップロードし、
「インポート」をクリックします。

▼設定のエクスポート

▼設定のインポート

JSONファイルがエクスポートされます。

【ご注意】
データインポート時、プラグインの設定内容は上書きされます。
設定済の内容が存在する場合は、操作にご注意ください。

JSONファイル内の設定内容に上書きされます。

kintoneフィールド Googleスプレッドシート列へマッピング

setting.json
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・本プラグインの使用に際しては、以下のような制限事項があります。あらかじめ、これらの点に注意してください。

利用できるkintone のフィールドは以下になります。

使用上の注意

フィールド種別 キー項目 グルーピング
項目※2

取込フィールド

レコード番号 △※2 × ○

作成者 × × ○

作成日時 × × ○

更新者 × × ○

更新日時 × × ○

文字列（1行） ○※1 ○ ○

数値 ○※1 × ○

計算 × × ○

文字列（複数行） × × ○

リッチエディター × × ×

チェックボックス × × ○

ラジオボタン × ○ ○

ドロップダウン × ○ ○

複数選択 × × ○

ルックアップ
（文字列）

× ○ ○

ルックアップ
（数値）

× × ○

フィールド種別 キー項目 グルーピング
項目※2

取込フィールド

添付ファイル × × ×

リンク ○※1 × ○

日付 ○※1※3 ○ ○

時刻 × × ○

日時 ○※1※3 × ○

ユーザー選択 × × ○

カテゴリー × × ×

ステータス × × ×

作業者 × × ×

テーブル × × ×

組織選択 × × ○

グループ選択 × × ○

関連レコード一覧 × × ×

グループ × × ×

ラベル × × ×

スペース × × ×

罫線 × × ×

※1 レコード番号、もしくは重複不可の設定済のフィールドのみ対応
※2 レコード番号はkintoneアプリにレコードを取り込むたびにカウントアップされていくため、キー項目には実質利用できません。
※3 「レコード登録時の日時を初期値にする」にチェックが付いている場合、スプレッドシートからkintoneへの取込時に同じ日付が自動入力されるため、

kintoneAPI側から重複エラーが発生します。キー項目に指定する際は、「登録時の日時を初期値にする」チェックを付けずにご利用ください。
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■使用環境の制限

使用上の注意

・本プラグインの使用に際しては、以下のような制限事項があります。あらかじめ、これらの点に注意してください。

環境 対応 制限事項

モバイル ×

ゲストスペース ○

ゲストユーザー ×

IPアドレス制限環境 ○ cybozu.comが使用するIPアドレスを許可している場合は使用可 ※

セキュアアクセスオプション ○

IPアドレス制限を設定しているkintone環境では、プラグインが正しく動作せず、エラーが発生する可能性がございます。
cybozu.comが使用するIPアドレスを許可することでアクセス可能となります。

▼cybozu.comヘルプ「cybozu.comが使用するドメインとIPアドレス」
https://jp.cybozu.help/general/ja/admin/outbound_ipaddress.html

※IPアドレス制限環境での使用について

▼エラー画面 イメージ ▼IPアドレス制限 設定画面

https://jp.cybozu.help/general/ja/admin/outbound_ipaddress.html
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■使用環境の制限

使用上の注意

・本プラグインの使用に際しては、以下のような制限事項があります。あらかじめ、これらの点に注意してください。

・認証に利用したGoogleアカウントが、取込先のスプレッドシートの編集権限を持っていない場合、エラーが生じます。

・セキュアアクセス環境での OAuth クライアント設定（P12）について
セキュアアクセス環境で本プラグインを利用する場合は、OAuth クライアントの「承認済みの JavaScript 生成元」に、通常の
kintone環境のURLに加えて、セキュアアクセス環境のURLも追加する必要がございます。
例：https://XXXXX.s.cybozu.com

・ APIキー発行時（P13）の「APIの制限」について
APIキー発行時に「APIの制限の選択」が未選択の状態で保存できない場合は、有効化済みのAPIの中から「Google Sheets 
API」を選択してください。

・OAuth同意画面の公開ステータスが「テスト中」の場合について
OAuth同意画面の公開ステータスが「テスト中」の場合、Google認証を行えるユーザーは、OAuth同意画面に登録されている
テストユーザーに限定されます。そのため、プラグインを利用するユーザーがGoogle認証を行うには、事前にそのユーザーの
Googleアカウントをテストユーザーとして登録する必要がございます。
テストユーザーに登録されていない場合、Google認証時にアクセスが制限され、プラグインを利用できない可能性がございます。

https://xxxxx.s.cybozu.com/
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使用上の注意

・本プラグインではアプリのレコード件数に応じて、一括取込完了までの所要時間が変動します。
アプリの設定内容によって処理可能なレコード数や所要時間は異なる為、レコード件数に上限値は設けておりませんが、
実務での運用が可能な範囲でご利用ください。

・グルーピング項目やキー項目の変更後にそのままレコード情報を編集すると、プラグインが正しく動作しない可能性がございます。
スプレッドシート上の既存データを確認し、変更後に設定したグルーピング項目やキー項目の値が、kintone上のレコードと一致し
ているかを確認してください。

・グルーピング項目設定時、文字列フィールドを選択した場合、取込対象シートの判別により多くの時間がかかる場合があります。

■その他の制限

・本プラグインの使用に際しては、以下のような制限事項があります。あらかじめ、これらの点に注意してください。

■取込に関する注意事項

・設定したマッピングの内容と、実際のスプレッドシート列にズレがないようにご注意ください。取り込む値に不備がある場合は、
取込確認画面でエラーが表示され処理が実行されません。

・同一フィールドを複数マッピングしている場合、スプレッドシートのその対象列どうしの値も完全に一致していることが取込条件と
なります。1箇所以上で差異があると取込処理は実行されません。

・取り込むアプリ内に『日時』、『日付』、「時刻」のいずれかを設置して、「値の重複を禁止する」と「レコード登録時の日時（時刻）を初期
値にする」の両方に が付いてる場合、スプレッドシートからkintoneへの取込時に同じ日付や時刻が自動入力されるため、
kintoneAPI側から重複エラーが発生し取込ができません。どちらか一方の を外すことでエラーが解消されます。

これはプラグイン側のマッピング有無に関係なく発生いたします。



<製品に関するお問合せはこちらまで>

キャップクラウド株式会社

〒160-0022 東京都新宿区新宿3-5-6 キュープラザ新宿三丁目

担当： Focus U（CI事業） サポート担当

メール： support@focus-u.jp 電話： 03-6824-1007

受付時間： 平日9:30～12:00／13:00～17:30（土日・祝日、当社指定休日を除く）
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